
　
　
　
　
演
　
目
　
の
　
解
　
説

　 
能
「

鷺
」
（

さ
ぎ
）

神
泉
苑
に
御
幸
が
あ
り
、

池
の
ほ
と
り
で

涼
を
と
る
帝
は
、

洲
先
に
一
羽
の
鷺
を
認

め
、

臣
下
に
捕
ら
え
て
来
る
よ
う
命
じ
ま

す
。

臣
下
は
更
に
そ
の
由
を
蔵
人
に
命
じ

ま
す
。

蔵
人
は
臣
下
に
対
し
、

飛
行
自
由

な
鳥
が
ど
う
し
て
捕
ま
り
ま
し
ょ

う
、

と

困
惑
し
ま
す
が
、

勅
諚
な
の
だ
か
ら
と
押

し
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

仕
方
な
く
蔵

人
が
芦
の
陰
よ
り
近
づ
き
ま
す
が
、

鷺
は

パ
ッ

と
飛
び
上
っ

て
捕
ま
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

そ
こ
で
蔵
人
が
下
よ
り
鷺
に
向
か
っ

て
勅
諚
の
由
を
言
い
聞
か
せ
る
と
、

鷺
は

神
妙
に
舞
い
戻
っ

て
帝
に
従
い
ま
す
。

喜

ん
だ
帝
に
五
位
の
爵
を
授
け
ら
れ
た
鷺

は
、

ま
た
大
空
に
飛
び
立
っ

て
行
く
の
で

し
た
。

　
狂
言
「

空
腕
」
（

そ
ら
う
で
）

も
う
日
も
暮
れ
か
か
っ

て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

主
人
に
使
い
を
頼
ま
れ
た
太
郎

冠
者
。

暗
い
夜
道
を
淀
歩
い
て
い
る
と
、

杭
や
松
の
並
木
が
人
に
見
え
て
し
ま
い
ま

す
。

そ
の
度
に
怖
が
る
太
郎
冠
者
は
、

つ

い
に
主
人
か
ら
預
か
っ

た
大
切
な
太
刀
を

差
し
出
し
て
命
乞
い
を
す
る
始
末
。

家
に

帰
り
、

主
人
に
報
告
し
た
の
は
事
実
と
は

異
な
っ

た
武
勇
談
。

し
か
し
、

あ
と
を
つ

け
て
い
た
主
人
に
化
け
の
皮
を
剝
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

 
能
「

隅
田
川
」
（

す
み
だ
が
わ
）

一
人
の
狂
女
が
隅
田
川
の
渡
し
へ
や
っ

て

来
ま
す
。

一
年
ほ
ど
前
に
人
商
人
に
さ
ら

わ
れ
た
子
供
を
捜
し
て
東
へ
下
っ

て
来
た

の
で
す
。
「

面
白
く
狂
え
」

と
い
う
船
頭

の
言
葉
も
賢
く
こ
な
し
て
舟
に
乗
り
ま

す
。

船
頭
が
船
中
で
一
年
前
に
こ
の
川
の

ほ
と
り
で
死
ん
だ
哀
れ
な
子
供
の
事
を
語

る
と
、

狂
女
は
泣
き
崩
れ
、

そ
の
死
ん
だ

子
こ
そ
我
が
子
「

梅
若
丸
」

で
あ
る
と
訴

え
、

柳
の
木
を
植
え
た
墓
所
を
案
内
し
て

も
ら
い
、

念
仏
を
唱
え
る
と
梅
若
丸
の
幽

霊
が
幻
の
よ
う
に
現
れ
ま
す
…

悲
劇
で
終

わ
る
狂
女
物
屈
指
の
名
曲
。

　
能
「

道
成
寺
」
（

ど
う
じ
ょ

う
じ
）

紀
州
道
成
寺
の
鐘
再
興
の
日
、

女
人
禁
制

と
い
う
触
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
人
の

白
拍
子
が
能
力
を
説
得
し
て
供
養
の
場
に

入
り
ま
す
。

女
は
烏
帽
子
を
着
け
る
と
乱

拍
子
と
い
う
特
殊
な
舞
を
舞
い
、

僧
達
が

眠
っ

た
隙
に
鐘
に
対
す
る
執
心
を
見
せ
、

鐘
の
下
に
入
っ

た
か
と
思
う
間
に
鐘
を
落

と
し
て
姿
を
消
し
ま
す
。

僧
が
こ
の
寺
と

鐘
に
ま
つ
わ
る
恐
ろ
し
い
出
来
事
を
語

り
、

鐘
に
向
っ

て
祈
る
と
、

引
き
上
げ
ら

れ
た
鐘
の
下
に
蛇
体
と
な
っ

た
女
が
現

れ
、

僧
と
戦
い
ま
す
が
、

最
後
は
日
高
川

に
飛
び
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

恋
慕
執
心

を
描
い
た
名
曲
。
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日
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時
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終
演
予
定
　
十
七
時
四
十
五
分
頃

今

井

　
泰

行

田

崎

　
隆

三

三

川

　
淳

雄

武

田

　
孝

史

一

噌

　
庸

二

小

寺
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七

前
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亀
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保
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一
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弘

藤

田

　
次

郎

大
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典
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野

　
由
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鼓

和

久
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郎

辰
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郎
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野
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井

　
雅

之
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満

次

郎

大

坪

喜

美

雄

佐

野

　
　
登

笛
太
鼓

笛

　
開
場
　
午
前
十
一
時

三
月
二
十
二
日
（
日
）

　
正
午
始

大

藏

　
教

義

當

山

　
淳

司

髙

橋

　
憲

正

髙

橋

　
　
亘

金

森

　
秀

祥

田

崎

　
隆

三

金

森

　
秀

祥

山

内

　
崇

生

小

倉

健

太

郎

小

倉

伸

二

郎

幸

　
清

次

郎

柿

原

　
祟

志

髙

橋

　
　
亘

小

林

　
晋

也

澤

田

　
宏

司

住

駒
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純

金

井
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亀

井

　
雄

二

東

川

　
尚

史

金

森

　
良

充

地
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大
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慶

乃

助

〃 〃

ワ

キ

ツ

レ
舘
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博
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常

好

間
大

藏

吉

次
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梅

村
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雄

髙
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光
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能
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政
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馬
天
狗

キ
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〃 〃

鐘
後
見

藪

　
俊

太

朗

稲

田

　
海

音

仕
舞

仕
舞

後
見

後
見

宝

生

会

　
春

の

別

会

能

道

成

寺

隅

田

川

鷺シ
テ

シ
テ

シ
テ子

方
空

腕

子
方辰

巳

大

二

郎

當

山

　
孝

道

小

倉

　
敏

克
後
見

休
　
 
　
憩

休
　
 
　
憩

ワ
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レ

水

上
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ワ
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ツ
レ

藤

井

　
雅

之


